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次関数 において，右辺は

　　

の形に変形できる．
したがって， のグラフは，放物線

を平行移動した放物線である．

平方完成平方完成

y         x x= 2a ++ b cy         x x= 2a ++ b c のグラフのグラフy         y         y         y         y         y         y         y         のグラフのグラフのグラフのグラフのグラフのグラフ
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の右辺を平方完成すると，

よって， のグラフは右の図
のように，放物線
を頂点が点 に来るよ
うに平行移動したものである．

例例
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平方完成

となることから

次関数 のグラフは，放物線
を平行移動したもので

頂点は，点 ，

軸は，直線

y         x x= 2a ++ b cy         x x= 2a ++ b c のグラフのグラフy         y         （まとめ）（まとめ）
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放物線 を放物線 に
重ねるには，どのように移動すればよいか．

解
　とすると，放物線 はいずれも放物線 を
　平行移動したものである．したがって， を平行移動
　によって に重ねることができる．
　そのとき，頂点どうしも重なるはずであるから，放物線
　 の頂点 が ， が放物線 の頂点 ， に
　移るように，すなわち 軸方向に ， 軸方向に
　だけ平行移動すればよい．

例題

【 】 ，
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